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■耐用年数について

配管の耐用年数について、いままでの配管は７０年くらい
たっているということだが、本来ならどのくらいの耐用年数
なのか。

耐用年数は法律で決まっており、５０年となっております。
現在の坂井市における水道管、下水道管につきましては、法
定年数を経過したとか、あるいはいろいろな理由で漏水した
箇所を、新しいものに取り換えるなど順次行っております。

耐用年数も５０年はあっという間。今の技術なら１００年も
使えるものもある。メーカーで比較して考えた方がよいと思
う。

各メーカーの良いスキルを活用していきたいと考えておりま
す。

■下水道の接続について

坂井市関係の公務員の下水道の普及率は１００％なのか。

市職員の下水道普及率はほぼ１００％となっております。以
前もご指摘があり、市職員に対しては接続を勧奨しておりま
す。家庭の事情により接続ができない場合もありますので、
ほぼ１００％でございます。繋いでいない職員がおりました
ら、今のような形で今後も勧奨してまいります。

値上げに関しては仕方ないと思っているが、坂井市から給与
を貰っている消防職員とか学校職員、教職員で下水道を接続
していない人がいる。値上げも必要だが、公務員なら１０
０％しないといけないのではないか。一般の人は仕方ないと
思うが公務員は１００％接続するべき。

今後も指導を促進していきたいと思います。

■水道水について

最近春江に引っ越してきたが（確認したところH31に開
栓）、春江にきている水道はどこから水をとっているのか。

坂井市内は、８割が竹田川の県水を受水しております。残り
の２割は各町に井戸があり、地下水を処理して県水を混ぜ
て、ご家庭に配水させていただいています。

針原は地下水があるのか。
春江の地下水は中筋の井戸のほうからとっています。針原は
昔、地区で管理されていましたが、水道水には混ぜておりま
せん。

■資金について

値上げをすると、将来どのくらいもつと考えているか。
今回の料金改定で、今後、５年ごとに財政を見直しをします
が、現状では１０年後まではいけるということはシミュレー
ションしております。

歳出削減の努力をしていない。
料金値上げをする理由は分かるが、歳出削減をもっとするべ
き。
住民に対して、ここまで私たちは努力しました、でも値上さ
せてください、とするのが本当の行政だと思う。

ご指摘ありがとうございます。今のご指摘を真摯に受け止め
まして、今後も歳出の削減を進めていきたいと考えておりま
す。

赤字があった場合、一般会計からの持ち出しをすると聞いた
が、どれくらい貰っているのか。

水道に関しては、1億円以下になります。下水に関しては、
会計が非常に厳しく現在１３億円を年間もらっております。

上下水道の積立金はあるのか。

一般会計の基金に相当するものはありますが、別途通帳上で
管理しているわけではなく、帳簿上はあるという状況となっ
ております。現金を別途の通帳で管理して、積立金です、と
しているわけではありません。

■低所得世帯への配慮について

低所得世帯に対する配慮をするとしていますが、具体的な案
は出来ているか。

ただいま検討中であります。制度が固まり次第、広報等でお
知らせしたいと考えております。

■その他

自分の家が下水道料金をはらっていないのではないかと思
う。

下水道料金については、おうちが、下水なのか浄化槽なのか
で変わります。下水道に接続されていれば下水道料金がか
かっておりますし、浄化槽の場合はかかっておりません。検
針票を見ていただくと、確認できます。
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